
はじめに

　山梨県は、富士山、南アルプス、八ヶ岳、大菩薩嶺な

ど有名な山々を有し、標高差も大きいことから分布す

る樹木も豊富で、県土の 77.8%を森林が占める全国有

数の森林県である。所有形態別では、国有林が 4,645 ha
（1.3%）、県有林が 153,821 ha（44.3%）、民有林が 189,093 
ha（54.4%）となっており、県内森林面積のうち、県有

林が占める割合が全国で最も高くなっている。これは明

治 40年と 43年の大水害の復興のため、明治 44年に県

内の入会御料地のすべて（約 164千 ha）が明治天皇よ

り県に御下賜されたことによる。これが「恩賜林」と

呼ばれる現在の県有林の原形となっている。県有林の

うち貸地等を除く 143千 haについては、適切に森林管

理が行われていることを国際的に認証する FSC森林管

理認証を平成 15年に公有林では全国で初めて取得し（関

岡 2010）、その面積は全国の FSC認証面積の 35%を占

めている（FSCジャパン 2018）。
　昭和 20年代半ばから 50年代にかけての戦後から高

度経済成長期に一斉造林が進められた結果、人工林面

積は 153,600 haで森林全体の 44%を占め、スギ（17%）、

ヒノキ（29%）、アカマツ（18%）、カラマツ（28%）は

その面積が大きな偏りなく存在している。本県では平

成 27年 12月に「やまなし森林・林業振興ビジョン」を

策定し、本県の森林を将来にわたり良好な状態に維持

するとともに、豊かな森林資源の更なる有効活用を図り、

林業・木材産業等の成長産業化と地域の活性化に向け

取り組んでいる（山梨県 2015）。
　我が国の林木育種事業は、昭和 32年、国・県をあげ

て開始された精英樹選抜育種事業から始まった。その後、

精英樹および各種抵抗性個体の選抜に基づく採種園の

造成、次代検定林の設定が進められ、着実な事業の進展

とそれを支える試験研究が行われてきた。本県の林木育

種事業も、全国の動きと歩調を合わせて実施されてきた。

事業開始 60年を経た今日、その成果として県内造林の

大部分の種苗の需要を育種苗で賄える状況になってい

る。

　本稿ではこれまで本県で実施した試験・研究および

事業の主な取り組みと今後の展望について紹介する。

花粉症対策

　スギ・ヒノキ花粉症は春季のアレルギー疾患で、そ

の患者数は年々増加しており、大きな社会問題になっ

ている。このような状況の中、本県では、少花粉スギ

苗木の生産・植栽などの対策を実施している。

　スギでは、採種園において、昭和 55年度～ 57年度ま

で受粉管理に関する研究を行い、また次代検定林におい

て平成 3年度～ 7年度まで林木育種センターと連携し

てスギ雄花に関する研究を実施した（千田ら 1994）。こ

れらの調査結果より植栽されている精英樹から少花粉

3品種を選抜した。その後、種子生産を行うため、平成

13年度からスギ交配園を造成し、並行してスギ少花粉

品種の着花促進および人工交配による種子の生産技術

の開発を進めた（西川ら 2008）。平成 19年度から事業

用種子生産が始まり、平成 20年度から県内に配布する

スギ種子の全てを花粉症対策品種へ転換した。

　ヒノキでは、採種園において平成 9年度～ 13年度ま

で林木育種センターと連携してヒノキ雄花に関する研

究を実施した（河崎 2009）。これらの調査結果より植栽

されている精英樹から少花粉 3品種を選抜した。平成
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24年度からヒノキミニチュア採種園を造成し、平成 28
年度から事業用種子生産が始まっている。

　平成 22年度から 25年度の 4年間、農林水産業・食品

産業科学技術研究推進事業による「花粉症対策ヒノキ・

スギ品種の普及拡大技術開発と雄性不稔品種開発」に参

画し、本県は人工交配によるスギ少花粉品種種子の生

産技術の確立とコンテナ採種木を用いた移動式採種園

の造成技術の確立を担当した。人工交配によるスギ少

花粉品種種子の生産では、生産性の高い人工交配に合っ

た種子親（交配袋設置品種）および花粉親（花粉採取品種）

を少花粉品種から選抜した（図− 1）。しかし、人工交配

による少花粉品種種子の生産においても、不作年では

種子の発芽率が低下するため、冷凍保存による種子の

貯蔵により、作柄を平準化することが必要であった（坪

村ら 2013）。千葉県および東京都との共同研究で、ヒノ

キ花粉症対策品種の採種園産種苗による効率的な少花

粉品種作出に向けた取組として、「ヒノキ少花粉品種採

種園造成に向けた早期着果手法の確立」、「半閉鎖型採種

園における種子供給システムの確立」、「コンテナ採種木

を用いた移動式採種園の造成技術の確立」（図− 2）を実

施し、一定量の種子生産が可能なことが明らかとなっ

た（中村 2015；小林 2016；西川 2018）。

広葉樹の持続的利用における育種および保全

　甲州手彫印章は、経済産業省の定める条件に適合する

伝統的工芸品である。その主生産地の六郷印章業連合組

合と市川三郷町商工会では、むらおこし事業の一環と

して印材オノオレカンバ（図− 3）を開発した（六郷印

章業連合組合 2018）。オノオレカンバ（Betula schmidtii 
Regel）は本州中部以北の太平洋側、朝鮮半島、中国東

北部、ウスリーに分布するカバノキ科の樹種であり、材

は緻密で非常に堅く比重が 0.90～ 0.95と大きく、斧が

折れるほど堅いところからこの名がついたと言われて

いる。本県内の資源状態では、県産材の供給可能量は

それほど多くないため、資源の安定供給および遺伝資

源保全の観点から方策を検討した。

　印材に使われるのは樹齢 200～ 300年生の個体の心材

部である。このような長伐期の種に対しての育種は、い

わゆる銘木育種の範疇としてとらえ、伐期における材

質を優先した育種方法が必要である。そのため、育種

素材として、印材としての価値の高い材を産する個体

の選抜が欠かせない。伐採利用して現実に印材として

の価値が高いと認められた個体をクローン増殖し、育

種素材として用いることが最も有効な手段と考えられ

る。本種のクローン増殖法として、組織培養によって採

穂台木を養成し、採穂園造成による挿し木苗生産がもっ

とも効率が良いと考えられる（図− 4）。本種では、比較

的若い成木のえき芽、成木の冬芽（西川・井出 1996）、
冬季に採取した枝から誘導した萌芽枝（未発表）の生

育の各段階に応じた組織培養法が確立されているため、

培養個体の年齢や培養開始時期を選ばずにクローン増

殖が可能となっている。

　本種は先駆性でありながら、長寿で成長も非常に遅

いため、資源として適正に利用していくためには、樹

図 –1　人工交配によるスギ少花粉品種種子の生産（花

粉注入の状況）

図 –2　コンテナボックスに植栽した採種木への花粉散

布処理

図 –3　オノオレカンバ印章
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種特性だけでなく、分布範囲全体にわたる遺伝的多様

性を把握し、地域集団の遺伝的特徴について明確にし、

それを踏まえた管理や保全を検討することが重要であ

る。そこで、マイクロサテライトマーカーを用いて、国

内外のオノオレカンバ分布域における地域集団内の遺

伝的多様性および集団間分化について把握した（西川

ら 2006）。今後は遺伝的多様性に留意した天然林資源の

持続的利用のための施業法を提案するため、繁殖や更

新に関する課題に取り組んでいきたい。

カラマツ採種園における種子の増産

　カラマツは、国内の造林用針葉樹の中でも優れた材

質特性を有し、木材乾燥技術等の向上も相まって、近

年合板・集成材等へ需要が増えている。また、他の針葉

樹と違い落葉することから、生育過程において林内照度

が高く保たれ、下層植生が十分に生育するなど、公益

的機能維持の観点で優良であるとともに、成長が良く

育林コストも低いなど、森林経営上も優良な樹種である。

　一方、カラマツの種子結実は年ごとの豊凶の差が著

しいため、苗木生産用の種子は全国的に不足傾向にあ

り、カラマツが有する経済的ポテンシャルが十分に活

かされていない状況にあると考えられる。本県におい

てもカラマツ苗木需要は増加しており、今後の再造林

用のカラマツ苗木の不足が懸念されており、安定的な

種子の確保が急務となっている。このような状況にお

いて、林木育種センターを代表機関とした革新的技術

開発・緊急展開事業（地域戦略プロジェクト）「カラマ

ツ種苗の安定供給のための技術開発（平成28～30年度）」

に参画し、光環境の改善や環状剥皮を実施し、種子生

産能力の低下した老齢木による採種園において、花芽

形成を促進する技術を開発する課題に取り組んでいる。

光環境の改善では、採種園の一部（平均樹高 13 m程度）

で 1残 1伐の列状間伐（残存個体間は 10 mになる）を

行い（図− 5）、受光伐前後での相対光量子束密度を比較

し、効果について検証した（西川ら 2016）。受光伐によっ

て光環境を改善したことにより、無処理区では着果し

なかったが、受光伐区では球果を着果させることがで

きた。また、雌花が着花しやすいのは枝齢が 3年生以

上の部位であった。環状剥皮については、無処理区で

は着果が非常に少なかったが、環状剥皮した処理区で

は多数の着果が認められ、幹を半周ずつ向かい合わせ

に上下 2段にずらして剥皮処理した場合に最も着果量

は多くなった（図− 6）。処理時

期では開葉時期が最も多く着果

し、時期が遅くなるにつれ、着

果量は減少した（西川ら 2017）。
今後は林木育種センターと協力

して受光伐シミュレーターの作

成、スコアリング処理等を計画

している。

図 –4　組織培養苗を用いた採穂園造成による苗木生産

図 –5　受光伐による園内の変化の様子。受光伐前（左）、受光伐後（右）。
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今後の展望

　東京オリンピック・パラリンピック開催を契機とす

る木材需要の拡大や森林資源のエネルギーとしての利

用拡大、CLT工法等の新技術の進展など、森林・林業・

木材産業への期待は高まっている。

　種苗分野においては、特定母樹等の改良された種苗の

生産体制の整備が急務であり、本県では、カラマツの特

定母樹等を用いた採種園の造成を平成 28年度から進め

ている。スギ、ヒノキについても特定母樹の導入を計

画しているが、予算、人員の確保など課題は多い。また、

県内の苗木生産者の高齢化、後継者不足も大きな問題

となっており、人材育成などの対策を急ぐ必要がある。

問題は山積みであるが、県単独での取組みには限界が

あり、長期的視野に向けた育種を進めるためには関係

機関との連携は不可欠である。今後も皆様からのご指導、

ご支援を賜りながら研究開発に取り組んでいきたい。
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図 –6　環状剥皮処理による着果の状況
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